
資　源　物　の　出　し　方

雑がみ(その他の紙)
(中が波状になっているもの）
※なるべく大きさを
　 そろえて

（折り込みちらしも一緒に） 雑誌、書籍、お菓子の空き箱
包装紙など

●持ち込み時に路上駐車をしないようお願いします。
●資源物回収場所はごみ出し場所ではありません。
　きちんと分別して持ち込んでください。
●閉鎖中は資源物を保管庫周辺に置き去らないで
　ください。（放火等のおそれがあります。）
●会社や商店など事業所のものは持ち込めません。
●回収した資源物はお譲りできません。

年末年始（１２月２９日～１月３日）
※中央体育館は休館日（原則第３月曜日）も休み

市内９か所の公共施設
●東・城南・早良・西区役所
●西部・入部出張所
●博多・南市民センター
●中央体育館

毎日　午前９時～午後５時

①古紙（新聞、段ボール、雑がみ）
②紙パック
③空き缶（アルミ缶、スチール缶）
④空きびん
⑤ペットボトル
⑥食品トレイ（白色のみ）
⑦蛍光灯
⑧生ごみたい肥化物

設 置 場 所

休　　　み

利 用 時 間

回収している資源物
利用にあたってのお願い

区役所・市民センター等資源物回収ボックス
ご利用のしおり 平成25年 4月

●段ボールに付いている粘着テープ、留め金、伝票、シールは、取り除いてください。
●窓あき封筒やティッシュの空き箱のビニール部分は、取り除いてください。
●お菓子の空き箱や包装紙などは、雑誌等にはさまず、折りたたんで手さげ袋に入れて
　ください。散乱しやすい小さな紙(名刺サイズ以上)は、使用済み封筒に入れてください。
●雑がみを地域集団回収(子ども会等による資源物回収)や校区紙リサイクルステーション、
　紙リサイクルボックスに出す時は、すべて十字にしばってください。
●書籍(雑誌除く)は、リユース(再使用)の観点から、できるだけ３Ｒステーション(リサイ
　クルプラザ)に持ち込むか中古本取扱業者等に買い取ってもらいましょう。

　●プラスチック製の注ぎ口が付いたままの紙パック　
　●内側がアルミコーティングされた紙パック

●ビニールコーティングしている紙(破るとビニールがついているのがわかります。）
●紙コップなどのワックス加工紙　●絵の具やクレヨンなどで描いた画用紙　
●布張りの紙　●カーボン紙　●写真紙　●感熱紙　など

※上記以外の物は回収しません。



・電動式生ごみ処理機又は段ボールコンポストで
　たい肥化したものに限ります。
・透明又は半透明の袋に入れて持ち込んでください。

●たい肥(コンポスト)化容器を使ってたい肥化したもの　　●生ごみ処理機で処理した「乾燥物」

●18リットル缶など大きなもの

※中身を出し、軽く水でゆすいでください。 ※月１回の燃えないごみを出す時と同じ出し方です。

資源物の出し方やその他の回収拠点などのお問い合わせ

各区生活環境課　東　区　645-1061　　博多区　419-1068
　　　　　　　　中央区　718-1091　　南　区　559-5374
　　　　　　　　城南区　833-4086　　早良区　833-4340
　　　　　　　　西　区　895-7050　　西部出張所　806-9430
環境局資源循環推進課　711-4039
環境局ホームページ　　http://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/

キャップとラベルを外す

○空きびん：飲料・酒類・調味料・化粧品などのガラスびん
○ペットボトル： 　マークのついた飲料･酒類･しょう油などのペットボトル

○蛍光灯（直管型・ドーナツ型・電球型など形を問いません）

●白熱電球、点灯管（グロー球）など

●卵パック、豆腐容器、納豆容器、カップめん容器、弁当容器など
●色つきトレイ　　●魚箱などの発砲スチロール

※月１回の空きびん・ペットボトルを出す時と同じ出し方です。
※一升びんやビールびんはできるだけ販売店へお返しください。(きれいに洗って再使用(ﾘﾕｰｽ)されます)

●　マークの付いていないプラスチック容器、油などのプラスチックボトル

●農薬や化学薬品などに使われていたびん　●びんでないガラス製品

食品トレイ（白色）
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